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1.　はじめに

　TOEIC対策等、就職活動をも視野に入れたいわゆる実践的な英語指導法が尊ばれる今日の英語教

育において、ともすれば文学は非実利的なものとして教材から外されがちである。しかしながら

Collin&Slaterも述べるように、外国語教育において「学んでいる言語を使用する国・地域における社

会的相互作用の諸パターン」1 に親しむことの重要性とそれに対する習得者側の欲求は強いのであり、

グローバル化が年ごとに強調される我が国の文部科学省の提言においても、文学の重要性は確認でき

るところである 2。本稿では「リベラルアーツ」教育の重要性も叫ばれる今日の教育現場における教

材としての文学の可能性を、英語教育の現場を想定した上でクロスジャンルというアプローチから探

りたい。その際のジャンルとは英語教育、文学教育そして性教育である。

　実践的データとして用いるのは筆者が担当教員として開講した鹿児島大学教育学部における超学部

科目「英語科指導法II（文学）」（2016 年度前期開講）3 の次第である。この資料を分析しつつ、中等教

育英語指導法を「舞台」とした、上記三領域のクロスジャンルの方法論を探ってゆく。（そして本授

業は常に、大学学部教育という高等教育における中等教育指導法の指導という入れ子構造とともにあ

ることに留意したい。）2016 年度前期当該授業の受講生は教育学部生 15 名法文学部生 11名計 26 名（男

性 9 名女性 17 名）、学年構成は 2 年生 5 名 3 年生 13 名 4 年生 8 名であった。また卒業論文領域とし

てアメリカ文学を専攻している 4 年生は教育学部の男子学生 2 名であった。

　本科目は中学校学習指導要領および中学校学習指導要領解説外国語編 4 に基づく中学校 3 年生（男

女各 20 名計 40 名の混成クラス）の英語の授業を想定して教材を選択し学習指導案作成を経て模擬授

業を行うものであるが、その学年設定については中学校 3 年生というアイデンティティ確立において

「性」がとりわけ重要な意味を持つ時期に、その人間の営みとして比類ない重要性を有する性の問題

に恥じらうことなく堂々とかかわり合う姿勢を求めるものである。文部科学省からは「性同一性障害

に係る児童生徒に対するきめ細やかな対応の実施等について」（27 問文科初児生第 3 号）5 が 2015 年 4

月 30 日に出されている。2016 年 4 月から施行された障害者差別解消法 6 においては性同一性障害も
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障害に該当し、それに関連した種々の動きの一として、小中学校における男子トイレの全個室化が、

実施後種々の問題は個別に生じているとはいえ、進んでいる 7。

　性の多様性への学びがグローバル教育の求める「多様な他者」への理解と寛容とアナロジーをなす

ことは言うまでもない。アイデンティティと性の問題は実際の受講者である大学生においても同様

であり、いまだ初等中等高等教育における性教育の貧弱が見られる日本の教育現場の実情に鑑みて、

意義あるものと考える。2015 年 8 月一橋大学法科大学院において恋愛感情を告白した同性愛者の学

生が LINE でその内容をアウティング（他者の同性愛指向を本人の了解なしに社会に広く暴露するこ

と）され授業中に自殺するという痛ましい事例が起こり、両親が大学と同級生に対して提訴を起こし

ていたことが 2016 年 8 月 5 日明らかになったのは記憶に新しい 8。この際も大学側は同性愛と性同一

性障害を混同して当該学生の助言にあたるなど、初等中等高等の等級を問わず教育現場における性の

多様性への理解はいまだ甚だ貧しい。本科目は中等教育における上記三分野のクロスジャンルのみな

らず、高等教育におけるジェンダー・セクシュアリティ問題の学びという側面も有するのである。

2.　実際の指導―オリジナルとリトールド、短編と長編、韻文と散文、一部と全編

　本科目の眼目の一点目は「受講者自身による教材選択」にある。教員による複数（2016 年度は二

例）の作品例示とそのメリット・デメリットについての受講者全員による議論を経て、グループごと

に模擬授業の教材となるアメリカ文学作品を探索する。二点目は「ジェンダー・セクシュアリティ」

の視座からのアプローチが条件となるということである。これは単に「セクシュアル・マイノリ

ティ」の問題のみならず結婚や出産等、ひろく「性」の問題としてとらえられるないしとらえる必要

があるトピックが受講者の身近に散在していることへの気づきを促す意図もある。

　2016 年度は、例年通りまずF. Scott Fitzgerald(1896-1940) The Great Gatsby(1925)の冒頭 1 頁半をオリジ

ナル 9、retold 版の新版 10 旧版 11 ともに検討した。教材として扱う文学作品はオリジナルかretold か、

散文か韻文か、長編か短編か、またその一部か全編か等の議論の、最初のたたき台としての本作であ

るが、この作業については拙稿 12 を参照されたい。そののち実際の学習指導案作成と模擬授業の前の

助走として、今年度はRaymond Carver(1938-88)の極めて短い短編 “Fat” (1971)を教材として教員から示

し、実際に模擬授業を行う各班で学習指導案を作成してもらった。本作は勤務先のレストランにやっ

てきた奇態な客によって、妊娠中とも思われる語り手の心理および恋人との関係に変化が生じるさま

を簡潔平明な文章で書いた作品である。この活動を通して学習指導案の作成方法やアメリカ文学を教

材とした場合のアイデア案出のためのブレイン・ストーミングといった外枠固めを行う。そののち本

年度は以下の作品が選択され（時系列順）、それぞれ学習指導案とともに模擬授業が展開された。ロー

テーションを 3 回回したことによって、それまでの反省及び評価事項が反映される作品選択の変化に

も注意したい。なおO. Henry の出版年については当該作品収録短編集の発刊年を示した。
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2.1.　O. Henry “After Twenty Years” (1906) ―「掘り下げない」効用

　O. Henry（本名William Sidney Porter, 1862-1910）の良く知られた短編である。全五時間を想定した計

画に基づいて模擬授業では第二回目が行われ retold 版 13 がテクストとして用いられた。警察官（Jimmy）

と指名手配犯（Bob）として二十年ぶりの邂逅を果たした旧友二名の「人情噺」の最たる本作は前者

から後者への書簡で終わる。それを踏まえて本時のタスクは四技能「書くこと」「聞くこと」「読むこと」

「話すこと」に「指導の重点」を置いた「Jimmyになりきって Bob に手紙を書こう」というものであっ

た。中学 3 年生の英語力にふさわしいウェルメイドな作品ではあるがジェンダー・セクシュアリティ

の視座からのアプローチという点では難航が予想される。本グループは両者の関係性が煮詰められる

「手紙」を想像力涵養の場として設定し、 拡大解釈可能な“I love you”等のフレーズを生徒役の学生

が示すことによって、男同士の友情というhomosocialな関係 14―近年ではbromanceという語も現れてい

る―の典型の、 homoerotic な面を映し出すことに成功した。そのような手紙に対する周囲の「中学生生

徒」からのからかいの声までが織り込まれており、教師役学生はそれを love という語の広さ深さを説

明することで収集するという点は高く評価される。まだまだ偏見が強いがゆえにいきなり提示すれば

教員側にマネージ不可能な拒否反応が現れる事態も予測される同性愛マターについて、あえてそれを

掘り下げることではなくloveという語の広さに回収するというのも教育手法の一であるという好例で

あった。

2.2.　“The Retrieved Reformation”(1909)―「物語のこれから」と結婚

　往年の金庫破りが幸福な結婚の希望を捨てて金庫に閉じ込められた子供を救おうとするO. Henry の

佳作である。作家特有の人情噺の系列と言えよう。全 9 時間の 9 時間目、テクストは教師の作成した

retold 版を用いる。独自の retold 版を作るという試みは、実際に模擬授業で用いられたそれを見ても

まずはその志を評価すべきものではあるが、やはり困難を伴うものであることを指摘したい。本時の

タスクは主人公カップルの「Jimmy とAnnabel を中心に、物語のこれからを考えよう」というもので

あった。テクスト主義に基づいた文学研究においては作品にかかれていることが全てであり、書かれ

ていない「物語のこれから」を議論の俎上に上げることは危険なこととされるが、本授業の目的であ

る中学 3 年生の英語の授業を舞台に、英語教育文学教育・性教育のクロスジャンルを試みるという原

点に鑑みれば、厳格な文学「研究」の手法にこだわる必要はないという結論に、筆者と受講者で達し

た。指導案によれば「sexuality の観点から」ジミーとアナベルのこれからを考察させるということで

あったがその読み込みは作中に手がかりとなる記述がないため不首尾に終わった。いざ自分の過去を

暴露することとなる金庫破りを行おうとする際に、ジミーがアナベルの胸のバラのつぼみを要求する

という場面は象徴性に富むが教師役の学生にもその個所を説明する準備ができていなかった。テクス

トに直接は書かれてはいないもののこのバラが一種のプロポーズの証だったのではないか或いはこれ

で破たんする彼女との関係のよすがにせめてバラを一輪もらったのではないか等の発題が担当教員の

筆者からなされた。しかし結局は金庫破りの過去がお目こぼしとなるハッピーエンドにおいてこの両

者の「これから」に「結婚」というテーマを積極的に絡めたことは評価できる。セクシュアリティと



− 96 −

鹿児島大学教育学部教育実践研究紀要　第26巻（2017）

いう語の使用はこの指導案の記載の場合適切さを欠いたが、結婚もジェンダー・セクシュアリティの

重要なテーマであり、その意味では十分に活用可能な教材となりうる作品である。なお “The Cabal-

lero’s Way”の段でも論じたが、本作でも題名の解釈が問題となった。直訳すれば「ただされた改心」、

一種の撞着語法のようにも読まれ、かつ誰が何を改心したのか、刑事かジミーか等、授業展開の余地

は十分にある。O. Henry 作品の原文の難解さとそれゆえの面白さは拙稿 15 で述べたが、それと同様に

題名も一筋縄では行かない文学的鑑賞に耐えうる力があるものが多い。本グループは題名にも目配り

を行った点で評価できる。

2.3.　“The Gift of the Magi”(1906)―スキットの活用

　O. Henry の広く知られた短編、これをretold 版 16 をテクストとして用いる。全 5 授業の 5 回目、最

終回である。指導案上の「本時のタスク」は「スキットを完成させよう」というものであり、クリス

マスプレゼント交換の場面を二者が演じる戯曲形式の例が示され、それを本作の内容に基づいて書き

換えて、さらにはそれぞれの状況や好みに応じて実際に生徒役/本グループ以外の受講者に演じさせ

るというものであった。オーディオ資料を用いることでの立体化ということを述べたが、これも紙テ

クストという二次元を三次元に立ち上げる文字通りの立体化であり、クラスも沸き立って王道ながら

やはり効果は抜群である。このいわば寸劇による立体化はクラスの活気のみならず上述の「それぞれ

の状況に応じて」という場面でジェンダー・アプローチと交差する。つまり相手が男性ならばどのよ

うなものを選ぶか女性ならばどのようなものが好ましいかという「常識」を、一度疑義に付して、議

論を行うのである。それは同時に作品中の女性＝髪飾り、男性＝時計という現代にも通じるジェン

ダー区分の見直しと表裏一体をなすものであり、さらには女性の髪の象徴性、時計の男性的象徴性と

いうより高次の文学的議論へと自然に発展してゆく。本授業における中等教育法と高等教育における

議論の二重性についてはかねてより述べているところであるが 17、本グループの模擬授業においては

その両者の交錯が自然に行われたことを高く評価したい。

2.4.　The Scarlet Letter (1850) ―「あらすじ」作成における危険

　Nathaniel Hawthorne(1804-64)の代表作たる長編である。本作の主題は指導案にあるように「姦通の

罪」であるから、まずは本授業の目的に適った作品選択といえる。全 15 回最終回 15 回目の授業であ

る。retold 版 18 を用い全 15 回をかけて物語終盤の牧師の胸の内の開陳というクライマックスの場面―

本グループの用いた retold 版では 9 章全部ということになっている―を扱う。のちに扱うDaisy Miller 

については物語の四分の三ほどを扱ったところで終末まで行かないという半端さを難じ全編を用いる

ことを主張したが、本作の場合は大長編であり、 retold 版では 1 章にそのクライマックスの場面がま

とまっているゆえに適切な選択といえる。指導案記載の「文学は社会を反映する機能を持っているこ

とや、世論によって作り出した社会的規範や「当たり前」が、それから外れた人たちを苦しめる場合

が往々にしてあるのだということを学ばせたい」という「指導観」も適切であろう。そのもとでの

「登場人物の心情を読み取り、ジェンダー・セクシュアリティの問題について考えを深めよう」と
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いうタスクおよびワークシートの最終設問「ディムズデイルの罪の意識はどこからきたものか」に至

る四つの設問も慎重に考えられたものであり評価できる。本グループの場合、長編の一部を retold で

読むという性格上、「あらすじ」の重要性が増す。そして本グループの一番の問題はこのあらすじ作

成にあった。すなわち「彼（ディムズデイル）はついに処刑台に上がり、7 年前の罪を皆の前で告白

した」という部分である。用いられた retold 版そしてオリジナルともにこのクライマックスにおいて

牧師は「七年前の罪の告白」など行っていない。もとへ、行わないことにこそホーソーン文学の真骨

頂たる「曖昧さ」の奥義が示されているのである。姦通というテーマへ急ぐ余りに教材となる文学作

品の読みを誤ってしまったことは厳に戒められるべきである。同様の誤りは本作に関して昨年度も起

こっているのであり 19、文学作品を教材に使用することの難しさを、この事例はあらためてよく示す

ものと言えよう。そして授業では retold 版を用いるにせよ、教師側は原文を読み込んでいなくては授

業教材に扱ってはならないという主張を重ねて行いたい。

2.5.　Ernest Hemingway　“The End of Something” 　(1925)―同性愛の物語

　Hemingway(1899-1961)の短編群のうち男性同性愛の視座からの読みについて、研究者間でも議論の多

い作品である20。全9授業の7回目、テクストはオリジナルを教師側が独自に作成した retold 版を用いる。

マージョリーとニックの会話から成るきわめて短い作品であるが、その間に男性の、女性からの心離

れが読み取られる。本グループは「2 人の関係性がなぜ悪化したのか考えよう」というタスクのもと

ニックのセリフに“I know it”と繰り返すマージョリーの応対に注目することから「男のプライドが傷

つけられている」等のコメントを生徒から引き出し指導案上の「日常生活の中で、「男だから」「女だ

から」といって無意識に区別していること、されていることはないだろうか？」というテーマのもと

に授業を運んだ。ここから先は男女による「常識的な」持ち物等の色の区分から男性はなぜスカート

をはかない/はけないかという身近な事例が受講者全体から上がり、盛り上がりを見せた。後者はジェ

ンダー研究における異性装の議論、また異性装を問題とする強制的異性愛 21 の問題にもつながるもの

であり担当教員である筆者からそれらの語の紹介と説明がなされた。これは中等教育法を扱いながら

高等教育における「性教育」が可能な一例である。本グループが注目した「繰り返し」はモダニズム

文学の特徴であり、同性愛関係を濃厚に漂わせる本作から上記の典型的な男女ジェンダー論を引き出

すことは実は難しい。しかしヘミングウェイと時代背景の説明において 20 世紀初頭のアメリカにおけ

る白人男性の男らしさへの不安を専門家の研究論文 22 を引いて説明することで、文学に見られるジェ

ンダーの揺らぎを性教育への道筋の端緒とすることの可能性をよく示した。なお教員独自のretold 版

を作るという試み自体は “The Gift of the Magi”を扱ったグループ同様、大いに評価されるべきもので

はあるものの、教員側に英語力文学読解力はじめ総合的に相当の力量がなければ文学作品を扱うとい

う意義を根底からゆるがせにする危険性をはらむものである。慎重であるべきであろう。

2.6.　Daisy Miller (1878)―欧・米の区別

　難解さで知られるHenry James(1843-1916)の比較的読みやすい中編であり、全 7 回授業の 6 回目であ
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る。指導案の「本時の目標行動」に示されるように本作は「女性のあるべき姿」に抵抗し死をもって

罰せられた少女デイジー・ミラーの物語であり、女性らしさとは何かという問いをもって、基本的な

ジェンダー・アプローチにまずは最適なテクストといえる。テクストは retold 版 23 を用いる。模擬授

業の中心はタスク「Mrs. Walker（筆者注：ヨーロッパ滞在の長いアメリカ人）がDaisy（筆者注：渡欧

したばかりの裕福なアメリカ人少女）を批判した理由を考えてみよう」への回答をワークシートに記

すものである。時代背景や異なる国・文化によってそれ自体が変化する「女らしさ」に焦点を当てそ

れに適切な作品をもって過不足ない授業進行が見られたが、文学教育の視座から見るときに、本作に

ついて「全編を扱わない」という姿勢の適切さの如何が問われる。あらすじとして説明は行うにして

も、7 回という数をとりかつretold版を用いるのであれば、緩急をつけて時間のコントロールを行いや

はり全編を読みたい。またジェンダー規範には階級が大きく作用するという点が本グループには欠け

ていたので筆者によって補足説明された。本作はジェイムズの国際関係ものの代表作である24。「欧米」

と一言で言っても、アメリカとヨーロッパは今日まで諸般において種々の対立項が成されているので

あり、グローバル化に多様性理解というアプローチから対応しようとする本授業の態度に照らし合わ

せても、本作の教材としての可能性はまだまだ掘り起こされるべきであろう。その際にジェイムズ作

品の英語の難しさの扱いは問題となるが、まずは本グループのように適切なretold版を用いることが

ひとつの契機となろう。また本作はDaisy、Winterbourne等登場人物の名前に象徴性が高く込められて

いる実例でもあり、文学における名前という重要なテーマに実地にあたるという点で文学教育の面か

らも重要である。

2.7.　“The Caballero's Way” (1907)―romance と女性蔑視

　O. Henryの短編では日本ではやや知名度が低く、かつ珍しく後味の悪い作品として異色のものであ

る。全 15 時間計画の 15 時間目、テクストは教員の作成したretold版を用いる。その最終授業におけ

るタスクは「物語のタイトルが指す意味を考えよう」というものである。Caballeroとはスペイン語源

で「騎士」の謂であり、ヨーロッパ文学史における重要な騎士道物語の系譜がうかがわれる点でも、

扱いには慎重さと準備を要する。無法者でありながら女性へのやさしさをもって一種の騎士道の具現

者を思わせるシスコ・キッドは、しかし最終的に自分を愛する女性を自分自身に仕立てて敵に討たせ

自分はのうのうと生き延びてゆくという、誠に騎士らしからぬ振る舞いをもって物語は閉じられる。

日本人に親しまれてきた人情噺のO. ヘンリーの作風はここにはなくそれゆえに「騎士の道」という

題名をどうとらえるかが問題となるのである。このタスクと題材を受けて本グループが展開した以下

の読みは相当に次元の高いものであった。すなわち、そもそも騎士道物語という女性を神聖視する

ヨーロッパ中世からの長い伝統 25 は女性蔑視と紙一重なのであり、そのヨーロッパの伝統を誇大に

パロディ化して示すことでその問題性を白日の下にさらしているというのである。この読みは高等教

育における、フェミニズム・ジェンダー研究に拠って立つ文学教育の一端を示したものであった。な

おJamesの段でみたように、ここでもヨーロッパとアメリカという異種性の認識が肝要となる。なお

ヨーロッパ文学の伝統において騎士道物語と異国趣味は不即不離の関係であるが本作においても舞台
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はアメリカ・メキシコ国境近辺に設定されているという点に、アメリカにとってのもう一つの異国メ

キシコをはじめとする中南米という文化的地図も確認出来た意義は大きい。本グループは教育の機会

均等を謳った教育基本法 4 条にも冒頭言及したが、性の問題を扱うに際し、法による根拠という一種

の「権威」を示すことは安心感を与えることにもなり、重要なことであった。なお本グループの授業

を通して文学を扱う際の姿勢として、テクストレベルから離れない＝英語から離れない/原文に忠実

に行うのか、内容により大きく焦点を当てる＝必ずしもオリジナルにこだわらずともretoldで対応す

るのかという選択の問題が改めて浮上した。なお拙稿においてMark Twain作品における南部騎士道と

ロマンスの親和性の出現について述べたが 26、アメリカ文学においてromanceと騎士道の問題は思い

のほか広く見られるものといえよう。

2.8.　“Cat in the Rain”(1925)―ロマンティック・ラブ・イデオロギーの理想と現実

　Hemingway初期の傑作短編である。倦怠感のうかがわれる夫婦の会話から成るごく短い作品であり

「二人の態度や様子から関係性を考えてみよう」という本時のタスクは文学教育における基本的姿

勢といえよう。全 5 授業 5 回目の授業でテクストはオリジナル 27 を用いる。ワークシートには 3 つの

設問が用意されるが第三問「妻/夫にとって cat とはどのような存在だと考えられますか」が最も重要で

あろう。恋愛に基づく結婚によって社会的に結びついた「夫婦」が子を設けることで「家族」をなす

というのは近代社会における家族像の典型でありロマンティック・ラブ・イデオロギー 28 の明快な表

象といえる。その点で cat を赤ん坊と読む本グループの視座はジェンダー・セクシュアリティからの

アプローチとして基本的なものである。その猫が作品最終盤において子猫からどっしりとした成猫へ

と変化していることに、美化された幻想の赤ん坊から、ときに femininity の重要構成要素である美を

損なうものとしての子供というリアリティを読み取ることは可能であるという指摘が筆者からなされ

た。短い髪を伸ばそうかという妻が「男の子みたいに見られるのが嫌になったの」という台詞、夫婦

2 名に介入する他者としての猫（子供） およびホテルの主人（婚姻への攪乱要因）などジェンダー・

セクシュアリティの視座から読むテクストとしてまことに重要な要素に満ちた作品である。

2.9.　“Story of an Hour”(1894)―フェミニズムの複雑性

　Cate Chopin(1850-1904)の大変短い佳編である。昨年度は同じ作者の“Désirée’s Baby”と二作選択さ

れたためその文学性の違いが議論となった 29。全 6 時間の 2 時間目を模擬授業としオリジナル 30 を

テクストとする。夫の事故死の報（実は誤報であった）を受け嘆き悲しむうちマラード夫人が気づ

くsomething、それは家庭に縛られる女性像からの自由への兆しであったのであるが、本時のタスク

「somethingが表すものについて考えよう」はアメリカ文学においてこの名状しがたいsomethingが多く

の作家の作品において重要な位置を占めることからも誠に的を射たものといえる。本グループが配布

した参考資料にも諏訪部浩一の論が引用されるように「女性の解放の問題が提起される一方で、それが

必ずしも明確なフェミニズム的告発としてではなくより複雑であいまいなものとして示されている点も

特徴的である」31 ゆえに、現代まで通じる問題系をはらんだテクストとして教材使用に耐えうる作品で
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ある。実際の模擬授業では「それまで気づいていなかった抑圧」等がsomethingの指示内容として提示さ

れ、「自分にとっての幸せを自覚することの大切さ」と「その自覚の機会がなかったことへの改悛」へ

と議論は広がりを見せた。なおかつ代表作The Awakening(1899)同様、最終的には女性主人公が死ななく

てはならないところに、作家のフェミニズムの限界、上掲の諏訪部の論によれば「複雑さ」が示され

るのである。本作はまずその短さとまとまりの良さに英語教材としての高い可能性を秘めており、か

つ 19 世紀末南部アメリカ上流階級の女性という作家の特殊事情は、昨年度までの事例でも示されてい

るように地理・世界史といった社会科科目とのクロスジャンルの可能性 32 を大いに示すものである。

なお本グループはYouTube上の朗読音声 33を授業中に流し、視聴覚面からのアプローチを行ったことは、

技術面での立体化の試みとして高く評価できる。

2.10.　“A Day’s Wait” (1933)―ストリップ使用の効用

　Hemingwayの佳作である。全 3 時間の冒頭 1 時間目の模擬授業、オリジナル 34 を用いる。この授業

でも“A Retrieved Reformation”や“The Caballero’s Way”のケースと同様、「まず導入において本作品

のタイトルの持つ意味について考えさせ、作品の内容に興味をもたせる」と指導案に記載される。そ

のうえで本時のタスク「物語の冒頭を演じてみよう！」へと展開されるのである。教師役学生はまず

作品タイトルを音読し、音からスペリングを考えさせる。waitにはweight等の同音異義語があり、そ

れなりに文学的には意味の通じそうな気配である。そして正解を日本語に訳し演じさせる。ここでは

各グループごとに割り当てられた段落をペーパサート（ママ、和製英語である。paper puppet theatre、

紙人形劇のこと）演じるのであるが、切れ切れに配布されるため前後の脈絡がつかめない。他グルー

プの演技を見て臨機応変にそれぞれの解釈と演技を変え、全体として一貫性のある一つの話とすると

いう試みは非常に独創的であり、かつゲーム性の高さから生徒の関心を引くと思われる。作品を一度

分断することでHeが誰かわからなくなることがこのゲーム性を支えている。父親が息子を看病して

いる話であるが、そこに医者が絡むことで子供の看病という女性的なイメージおよび医師という男性

イメージをどこまでその通念から切り離して、現実に眼前で起こり自分のグループへと迫りくる芝居

の筋に合わせるか、男性（父）女性（母）どの紙人形を用いるかという手法は非常に面白い。指導案

の「単に二元化された生物学上、社会上の性役割に固執しない自分らしいあり方について考えさせ

る」の記載をまさしく実地に移した優れた模擬授業と指導案であった。もともときわめて短い作品で

ある上に―これはHemingway短編の特色でもあるが―登場人物が少ないため、三回という少ない回数

の計画でもその少なさがスピード感につながり、良い結果を生むことが期待できる。

2.11.　“Indian Camp”(1925)―ディベートの利点と危険

　Hemingway短編の最高傑作のひとつである。全 2 授業 2 回目を想定した模擬授業でオリジナルテク

スト 35 を用いる。本時のタスクは「ディベートをしよう」である。ディベートに関しては試みとして

は面白いものの実行に移すにはルールに通暁している必要がありそれなりの困難を伴う旨 2015 年度

本科目における実例に寄せて拙稿で述べた 36。本グループは昨年度の例に比して高知県教育センター
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による体系だったガイドライン 37 を用意しており、ある程度の機能を見ることができた。ディベー

トの論題は妻の帝王切開手術中に自殺した夫の死を容認するか否か、である。夫婦、出産、男らし

さ女らしさ等のジェンダー視点のモチーフが集中した作中のハイライトであり、まずは良い選択で

あるといえよう。肯定派否定派それぞれの主張において実際にそれらの視座を交えて充実した議論

が現れた。しかしディベートである以上勝負とまでは行かずとも総意は出さねばならず、本グルー

プの指導案上それは「クラスでの意見をまとめる」と記載される。「足を怪我しているという男ら

しさの損傷による誇りの喪失状態に加え、あらたに子供を得て妻子を養ってゆくのがインディアン

文化の中では不可能に近いがゆえに夫の絶望を理解できる」との立場から夫の自殺にクラスとして

は肯定するという結果となった。筆者からはさらに「近代医学という白人文明によるインディアン

文化への侵食が、白人男性医師によるインディアン女性への麻酔なしの局部手術という形で成され

ている、いわば「二重のレイプ像」として映る可能性」38 が補遺として述べられた。ここで難しい

のが科目は問わず中学三年生の授業において自殺を肯定する論調を「総意」として出してよいもの

かということである。筆者は 2013 年に記した拙稿において“Indian Camp”の用例を引きつつ「死、

性など通常の言説ではタブーとされがちなものが主題となるのが文学であり、それらについて考察

を行う好機を得ることこそ、英語の授業に文学を取り入れる利点である」39 と述べた。文学すなわ

ち虚構に英語という外国語をもって接する、すなわち二重の距離感が一種のバッファーになるであ

ろうという主張であるが、ディベートというのは上にみたように何らかの結論を出すことを到達地

点とするものである故に、そのような安全弁たる距離感が失われる危険がある
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

。これはまさに上記

のようにジェンダー・セクシュアリティ問題が多元的に交錯している夫の自殺の問題は教材として

の適性に富むという期待とその期待に応えた充実した議論ゆえの結論であるがゆえに、授業参加者

一同筆者も含めて思わぬパラドックスに唸ってしまったところである。本作品は英語の平明さ、短

さそして主題からいっても中学 3 年生にオリジナルで触れさせるに格好の教材でありまたディベー

トというアプローチも可能性に満ちた技法であるがゆえ に悩ましい。ここでは “Indian Camp”の教

材としての可能性の高さとディベートの利点を個別に主張しつつ、後者を持ち込むには作品とその

論題を、クラス展開のシミュレーションの上熟考する必要があるということを強く述べたい。

2.12.　“Indian Camp”(1925)―反・多様性のデモンストレーション

　再びの“Indian Camp”である。全 3 時間 3 時間目、テクストはオリジナル 40 を用いた。本時のタ

スクは「作者の考えを理解し、自分の考えを見つめなおそう」という本時のタスクの「作者の考え

を理解」するというのは今日の文学教育において議論の多いところではあろう。本グループは作者

の自伝的要素を積極的に読み込むという謂で用いたものらしく、ヘミングウェイの幼少時における

女性装、過剰なマッチョ示威等を、専門家による 1920 年代アメリカ文学における男らしさの自信

の揺らぎの議論 41 と絡めてジェンダー・セクシュアリティアプローチを前面に押し出した点は評価

できる。中学三年生にとって切実な問題である「性」についてその多様性を学ぶことによりグロー

バル化対応を目指す本授業において、その多様性を否定する結論にだけは持っていってほしくない
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というのが教員側から示された条件であった。畢竟他グループに見られるように固定化されたジェ

ンダー観の見直し等に模擬授業としてのクラスは落ち着くことが大多数を占める中、本グループの
0 0 0 0 0 0

白眉はあえてその流れに対抗する意見を
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

、ある生徒の意見として提示したことである
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

。すなわち

2015 年度の合衆国最高裁判決に代表される同性婚容認や渋谷区等の条例も引きながらの様々な性

愛のかたちの理解と容認について、それでも未だ根強い抵抗感をあえて模擬授業で生徒の反応とし

て示した点である。提示されたのは「現在の日本で同性婚を認めることは喫緊の問題である少子化

問題に良い影響をもたらさない」という意見であった。このような意見はジェンダー・セクシュア

リティ研究やクイア・スタディーズにおいては強く反論すべきものであるが、まずは模擬授業とい

う場で表面化したことを肯定的に見たい。そのうえで筆者が反論として述べたのは―生徒役また他

の受講者からは意見が出なかったので―、同性婚容認と少子化問題には合理的な因果関係がないこ

と、子供を持つことを結婚の至上命題として生理学的に不可能とされる同性婚を否定するならば、

様々な事情で「子を持てない」異性愛者のカップルに対しても不妊治療や養子縁組等を法的に強制

しなくては論理的な整合性がとられないこと、また残念ながら広く共有されている「同性愛＝子孫

を残せないから「不自然」」というロジックは、異性愛カップルの大半がその生涯で行ううちの性

交渉のほとんどを避妊をもって行っていること、すなわち「（次世代再生産を目的としない）遊戯

としての性」こそが「ヒト」の特殊性であるということなどである。あらかじめ性の多様性を容認

するという枠組みの中で動いている授業であるがゆえに、きわめて寛容なしかし机上の空論に過ぎ

ない点も否めない「リベラル」な視座のみが現れる中で、人々が皮膚感覚として有している抵抗感

を表出して見せたことについては高く評価できる。そのあとはクラスを統括する教員側の対処の重

要性が問題となる。なお本グループにおいては作者の自伝的要素ばかりに内容が割かれかつそれを

強調しすぎ、実際のテクストに入ることがほとんどなかったことが惜しまれる。まず第一には英語

の授業である以上、英語のテクストである文学作品自体と格闘する基本姿勢を確認したい。

2.13.　“Margo” from A New Path to the Waterfall (1989)―散文的アプローチと韻文的アプローチ

　今年度初めての韻文作品、プレ指導案の際に用いた“Fat”の作者であるRaymond Carverの作品で

ある。全 2 時間 2 時間目の模擬授業でテクストはオリジナル 42 を用いる。Tug（引き具）とMargoと

いう男女カップル、やがて女性はCargo（積み荷）となり、別離を経てふたたびもとのMargoになる

という 15 行からなる短い詩である。文学作品における人名の象徴性についてはDaisy Millerの段で

触れたが、本作はより端的にそれを示している。本グループも主導権を握る男性とそれに引っ張ら

れてゆくだけの女性という古典的ジェンダー観をまず読み取りそのうえで、「MargoとCargo を比較

しよう」というタスクを行うという優れた授業展開を見せた。作品選択も極めて適切である。韻文

作品の難しさは語数の少なさという利点と引き換えに一語一語の象徴性が高まり結果として難解さ

が増すことであるが、本作品には特に注意を払うべき押韻等もなく、拙稿でみたポーの実例 43 の

ように教師側に特別な知識が要求されない点でも中学 3 年生向けの教材として高い潜在性を見るこ

とができる。ただし一点注意すべきは上述のような分析は極めて「散文的な」アプローチであると
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いうことである。換言すれば内容重視に尽きているということである。無論韻文散文問わず文学作品

の受容には内容を重視することは言うまでもないが、フィクション・ノンフィクションの別を問わず

現行の検定教科書でもテキストとしては散文が圧倒的な割合を占める中であえて韻文作品を教材とし

て用いるならば、その特色を十二分に展開させたいということである。まずは詩として十分にその韻

文性を味わわせることから始めるべきである。具体的にはテンポや調性にも例えられる音楽性を、朗

読を聴き自ら音読させることで韻文作品を教材とすることの独自性を体感させたい。

2.14.　“The Defeat of the City” (1908)―「ただの男」への道のり

　O. Henryの、既に用いられた作品と比すれば知名度は落ちるが微笑ましい作品である。全 7 時間の 7

時間目、テクストはオリジナル 44 を用いる。都会に出て成功したロバートは知り合った女性アリシア

と結婚、故郷に帰るが家族や昔の仲間との邂逅に、田舎出身の地が出てしまう。失敗したと嘆くロバー

トにアリシアは人間味を感じて「わたしは紳士（gentleman）と結婚したと思っていたけれど、より良い

何か、人間（man）と結婚したのね」と述べるハッピーエンドの作品である。O. Henryの原文の難しさ

はすでに述べているところであるが、本作は比較的読みやすい。それでも夏を擬人化して述べる部分

やのぼせ上がるロバートの様子を“the rustic mania possessed him unabatedly”と描写する箇所などは、独特

のものである。特に後者は“The Gift of the Magi”におけるベラの描写“an ecstatic scream of joy”“a quick 

feminie change to hysterical tears and wails”等とも通じるものであろう 45。本時のタスクは「呼び方の違い

（a gentlemanから a manへ：筆者注）からアリシアの気持ちの変化を考えてみよう」というものであり、

その好意的反応に鑑みて「ありのままの自分を見せてもひとは意外に受け入れてくれる」という教師側

のまとめで模擬授業は閉じられた。この「ありのままの自分」というところがジェンダー・セクシュア

リティにおける、例えば自分自身の性のあり方ということにも解釈可能というところで本授業のテーマ

に合致させるものとした本グループであったが、本作からいきなりジェンダー・セクシュアリティ問題

のテーマを引き出すことは難しい。今年度は非常に多くのO. Henry作品が教材として選ばれたが、それぞ

れに特色があり、性の教材としては用いにくいものもあるということである。ただしある生物学的に

は男性とされる人物の属性がgentlemanからmanに変わるという点への注目はジェンダー・セクシュア

リティ問題と不即不離のアイデンティティ・ポリティクスにおける問題設定ではあるのであり、本

グループの試みがむなしいものであったわけでは決してない。そして全く思いがけないことに同日に

行われたThe Awakeningの模擬授業を通じて、この「一人の男（a man）」の問題は再浮上するのである。

なお本グループは最初にO. Henryの写真のコピーを黒板に貼って授業を始めた。このことが予想外に

視覚上の効果をもたらし、授業に活気を与えたことを付記しておく。

2.15.　The Awakening(1899)―「ただの女」への難しさ

　本年度最後の模擬授業、Cate Chopinの代表作の中編をオリジナル 46 で扱う。良妻賢母たるエドナが

知人の息子ロバートと恋に落ちることで女性としての自分に目覚めてゆくという点は文学性や分量

は異なれども“A Story of an Hour”と共通するテーマであり、ともに死という結末を迎えることも同
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じである。本グループは一年がかりの全 120 回計画であり、模擬授業はその 110 回目、これから学

んだ本作を学習発表会で劇としてクラスで上演するという想定の下に行われた。120 回の冒頭 1・

2 回では映像化された本作を見せて大まかな内容をつかませ、子細な内容分析に入ってゆく案であ

る。作品の最終場面を扱う模擬授業では「エドナのとった行動について考えよう」というタスクの

もと、結果的に入水自殺となる海へのエドナの「回帰」を議論するものであった。妻は母という関

係性の中での役割存在から自己そのものすなわち「ある女性（a woman）」に戻るためには海に入る

しかなかったという授業展開がなされたが、ではなぜ海なのかという疑義が筆者から発せられた。

エドナの行動を自殺行為とするとして、他の自殺手段も数多ある中で海というイメージが持ち込ま

れていることには、文学における海と母性ないし女性性との密接な連関が見られることを確認した

のである。これはCarverの“Margo”においてやはり海を行く積み荷というCargo/cargoのイメージが

受動的な女性性に絡められていたことと連関する。ここまで模擬授業と受講者全員を含めた議論が

進んだところで、女性が「ありのままの自分」すなわち妻でも母でもないただの女性になるため

には死を賭さなくてはならないというテーマに改めて向き合うときに、同日行われた前掲 2.14.の

O. Henry“The Defeat of the City”におけるロバートのa manへの変容が持ち出されたのである。すな

わち関係性の中でのみ存在を許されているといっても過言ではないThe Awakeningの女性表象に比し

て“The Defeat of the City”のロバートはかくもやすやすと a manに戻ることができ、かつそれが幸

福に周囲にも受け入れられて葛藤に苦しむことも死ぬこともない。“The Defeat of the City”の段で

「ありのままの自分を出すこと」が担当グループから提示されたことを示したが男女間において、

その達成の如何にはすさまじいまでの差があることがいみじくもこの、同時代の作家二人（Chopin 

1850-1904、O. Henry 1862-1910）によって書かれた二作品が同日に偶然扱われることで提示されたの

である。

3.　おわりに

今日の英語教育の現場において文学が教材として扱われることは加速度を増して減じつづけてい

る。しかし人間の存在意義を深く掘り下げる文学であるからこそ個々人の抱える種々の問題に与え

る解決方法もあるのであり、より実践的なところで言えば、すでに序論でみたように学んでいる言

語圏の文化表象として文学は言語教育と密接にかかわりあっているものでもある。日本の文部科学

省によっても自国の文学はグローバル化対応に必須のものとして位置付けられている 47。ぜひ英語

教育教材としての可能性を今後とも発展的に探索してゆきたい。2016 年度の鹿児島大学における

「英語科指導法II」では例年になくHemingwayとO. Henryの作品が多く選択されたが―“Indian Camp”は

二回採択された―このことからは同じ作品に対して取られうるアプローチの多様性とともに、これ

からの英語教科書作成などの場面におけるこれらの作家と作品の教材としての有効性が引き出され

るであろう 48。その際に義務教育の最終段階でありアイデンティティ形成における最重要要因の一

である「性」について日々重大な岐路に立たされている中学 3 年生という時期の英語教育において、

上述の理由による文学教育と併せ性教育、この三分野のクロスジャンルを筆者は提唱するものであ
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る。2020 年度からは小学校でも英語が教科化され 49、グローバル化対応の掛け声のもと英語教育の重

要性は名実ともに増すばかりである。その際の鍵概念は「多様性」である。きわめて現実的な一例と

しては、2020 年東京オリンピックに向けてセクシュアル・マイノリティとされるLGBTにも対応可能

な宿泊施設の必要性の顕在化 50 など、現在の日本社会においてグローバルと多様性を考える際に、男

性/女性であるとは何かということからカッコ付きの「セクシュアル・マイノリティ」の問題まで、人

間のあり方に広くかかわっている「性」は格好のテーマとなるのである。1970 年代「個人的なことは

政治的なこと」のスローガンのもと世界的なリベラル・フェミニズム運動が躍進したように、個人の

アイデンティティにおける性の問題は、同時に絶えず公的な干渉にさらされるものでもあり、それが

日ごと社会の多種多様な側面において可視化しているのが今日の状況と言えよう。英語、文学、性、

いずれも多様性の学びに大変適したトピックであり今まさにそれぞれの領域が重要視されている中、

もう一歩進んでそれらの領域のクロスジャンルの試みを今後も探ってゆきたい。
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